
(57)【要約】

【解決手段】

内視鏡器具（２６）を被覆するための装置は、被覆アッ

センブリ（３４）を備え、該アッセンブリは、スリーブ

ディスペンサー（４０）と、内視鏡作動チャンネル（２

４）の基端ポート（３２）と嵌合するためのポートアダ

プター（４６）とを備え、内視鏡器具（２６）を作動チ

ャンネル内へと被覆アッセンブリを通して押し進めるこ

とを可能にする。被覆アッセンブリ内の可撓性スリーブ

（５０）は、スリーブディスペンサーに固定された末端

部（５１）と、内視鏡器具が前記作動チャンネルから引

き出されるとき該内視鏡器具と係合し、内視鏡器具を被

覆するようにスリーブを基端方向にディスペンサーから

延在させるように構成された基端部（５３）と、を備え

る。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 器 具 を 被 覆 す る た め の 装 置 で あ っ て 、
　 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ で あ っ て 、 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー と 、 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル の 基 端
ポ ー ト と 嵌 合 す る た め の ポ ー ト ア ダ プ タ ー と を 備 え 、 前 記 内 視 鏡 器 具 を 前 記 作 動 チ ャ ン ネ
ル 内 へ と 前 記 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ を 通 し て 押 し 進 め る こ と を 可 能 に す る 、 前 記 被 覆 ア ッ セ ン
ブ リ と 、
　 可 撓 性 ス リ ー ブ で あ っ て 、 前 記 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー に 固 定 さ れ た 末 端 部 と 、 前 記 内
視 鏡 器 具 が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 さ れ る と き 該 内 視 鏡 器 具 と 係 合 し 、 前 記 内 視 鏡
器 具 を 被 覆 す る よ う に 前 記 ス リ ー ブ を 基 端 方 向 に 前 記 デ ィ ス ペ ン サ ー か ら 延 在 さ せ る よ う
に 構 成 さ れ た 基 端 部 と 、 を 備 え る 、 前 記 可 撓 性 ス リ ー ブ と 、
を 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ポ ー ト ア ダ プ タ ー が 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 前 記 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル は 、 可 撓
性 内 視 鏡 の 内 部 に 備 え ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ポ ー ト ア ダ プ タ ー が 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 前 記 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル は 、 内 視
鏡 が 患 者 の 身 体 内 に 挿 入 さ れ て い る 間 、 該 内 視 鏡 と 並 ん で 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 器 具 は 、 患 者 の 身 体 内 で 生 物 学 的 物 質 を 捕 捉 す る た め 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル を 通 っ て
延 在 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 器 具 を 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 し た 後 、 前 記
ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー は 、 前 記 内 視 鏡 器 具 が 前 記 ス リ ー ブ で 被 覆 さ れ た ま ま で あ る 間 に
、 前 記 内 視 鏡 器 具 が 前 記 生 物 学 的 物 質 を コ ン テ ナ 内 に 解 放 さ せ る こ と を 可 能 に す る よ う に
、 該 コ ン テ ナ と 連 通 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 内 視 鏡 器 具 が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 さ れ る 前 に 、 前 記 ス リ ー ブ の 少 な く と
も 一 部 分 が 、 前 記 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー に 近 接 し て 束 ね ら れ 、 前 記 内 視 鏡 器 具 を 引 き 出
し た こ と に よ り 、 前 記 ス リ ー ブ の 束 ね ら れ た 部 分 を 前 記 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー か ら 基 端
方 向 に 拡 げ さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー 及 び ポ ー ト ア ダ プ タ ー は 、 該 ポ ー ト ア ダ プ タ ー が 前 記 基 端
ポ ー ト と 嵌 合 す る と き 前 記 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル の 基 端 ポ ー ト と 整 列 さ れ る 通 路 を 形 成 し
、 そ れ に よ り 、 前 記 内 視 鏡 器 具 は 、 該 内 視 鏡 器 具 が 前 記 通 路 を 通 っ て 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル
内 に 挿 入 さ れ る と き 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 束 ね ら れ た 部 分 を 通 過 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ は 、 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 基 端 部 に 固 定 さ れ 、 且 つ 、 該 ア ッ セ ン ブ
リ を 通 過 す る ア パ ー チ ャ を 有 す る 、 一 方 向 プ ラ グ を 備 え 、 該 一 方 向 プ ラ グ は 、 前 記 内 視 鏡
器 具 が 前 記 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ を 通 っ て 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 押 し 進 め ら れ た と き 前 記 ア
パ ー チ ャ を 通 っ て 前 進 す る こ と を 可 能 と す る と 共 に 、 前 記 一 方 向 プ ラ グ は 、 前 記 内 視 鏡 器
具 が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 さ れ る と き 前 記 内 視 鏡 器 具 と 係 合 し 、 前 記 ス リ ー ブ の
前 記 束 ね ら れ た 部 分 を 前 記 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー か ら 展 開 さ せ る こ と を 可 能 に す る よ う
に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ は 、 前 記 通 路 と 連 通 し 流 体 ポ ー ト を 備 え る チ ャ ン ネ ル 連 結 部 を 備
え 、 該 流 体 ポ ー ト を 通 し て 、 吸 引 及 び 洗 浄 の 少 な く と も １ つ を 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル に 適 用
す る こ と が で き る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 内 視 鏡 器 具 は 、 少 な く と も 一 部 分 が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い シ ャ
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フ ト と 、 該 シ ャ フ ト に 末 端 側 に 固 定 さ れ た 作 動 要 素 と 、 を 備 え 、 前 記 ス リ ー ブ は 、 前 記 内
視 鏡 器 具 が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 さ れ る と き 、 前 記 作 動 要 素 と 、 前 記 作 動 チ ャ ン
ネ ル 内 に 挿 入 さ れ て い た 前 記 シ ャ フ ト の 実 質 的 に 全 て の 部 分 と を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て い
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ 及 び 前 記 ス リ ー ブ は 、 前 記 内 視 鏡 器 具 が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら
引 き 出 さ れ た 後 、 前 記 基 端 ポ ー ト か ら 脱 着 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 器 具 と 共 に 処 分 さ れ る よ う に
構 成 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ 及 び 前 記 ス リ ー ブ は 、 前 記 内 視 鏡 器 具 が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら
引 き 出 さ れ た 後 、 前 記 ス リ ー ブ が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 以 前 に 挿 入 さ れ て い た シ ャ フ ト
の 一 部 分 を 覆 い 、 該 ス リ ー ブ が 前 記 デ ィ ス ペ ン サ ー か ら 前 記 基 端 方 向 に 延 在 し 続 け て い る
間 に 、 前 記 内 視 鏡 器 具 を 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 へ と 繰 り 返 し 可 能 に 押 し 進 め る こ と を 可 能
に す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 内 視 鏡 器 具 を 被 覆 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 内 視 鏡 器 具 を 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 へ と 前 記 ス リ ー ブ を 通 し て 押 し 進 め る こ と を 可
能 に す る よ う に 、 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル の 基 端 ポ ー ト に 可 撓 性 ス リ ー ブ の 末 端 部 を 接 続 し
、
　 前 記 内 視 鏡 器 具 が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 さ れ る と き 、 前 記 内 視 鏡 器 具 を 被 覆 す
る た め 前 記 ス リ ー ブ を 基 端 方 向 に 前 記 基 端 ポ ー ト か ら 延 在 さ せ る よ う に 、 前 記 可 撓 性 ス リ
ー ブ の 基 端 部 を 前 記 内 視 鏡 器 具 と 係 合 す る よ う に 連 結 す る 、 各 工 程 を 備 え る 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 接 続 さ れ て い る と こ ろ の 前 記 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル は 、 可 撓 性 内 視 鏡 の
内 部 に 備 え ら れ て い る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 接 続 さ れ て い る と こ ろ の 前 記 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル は 、 前 記 内 視 鏡 が 患
者 の 身 体 内 に 挿 入 さ れ て い る 間 に 内 視 鏡 と 並 ん で 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 生 物 学 的 物 質 を 患 者 の 身 体 内 に 捕 捉 す る た め 前 記 内 視 鏡 器 具 を 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル を 通
し て 挿 入 し 、
　 前 記 生 物 学 的 物 質 を 捕 捉 し た 後 、 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 前 記 内 視 鏡 器 具 を 引 き 出 し 、
　 前 記 内 視 鏡 器 具 を 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 し た 後 、 前 記 内 視 鏡 器 具 が 前 記 ス リ ー
ブ で 被 覆 さ れ た ま ま で あ る 間 に 、 前 記 内 視 鏡 器 具 が 前 記 生 物 学 的 物 質 を 前 記 コ ン テ ナ 内 に
解 放 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 、 前 記 ス リ ー ブ を コ ン テ ナ と 連 通 す る た め 連 結 す る 、 各
工 程 を 備 え る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 可 撓 性 ス リ ー ブ の 末 端 部 を 接 続 す る 工 程 は 、 前 記 内 視 鏡 器 具 が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル
内 に 挿 入 さ れ た と き 該 内 視 鏡 器 具 が 前 記 ス リ ー ブ の 束 ね ら れ た 部 分 を 通 過 す る よ う に 該 ス
リ ー ブ の 少 な く と も 一 部 分 を 前 記 基 端 ポ ー ト の 近 傍 で 束 ね る 工 程 を 備 え 、
　 前 記 可 撓 性 ス リ ー ブ の 基 端 部 を 連 結 す る 工 程 は 、 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 前 記 内 視 鏡 器
具 が 引 き 出 さ れ た こ と に 応 答 し て 前 記 ス リ ー ブ の 束 ね ら れ た 部 分 を 基 端 方 向 に 展 開 さ せ る
工 程 を 備 え る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 可 撓 性 ス リ ー ブ の 基 端 部 を 連 結 す る 工 程 は 、 該 ス リ ー ブ の 基 端 部 に 一 方 向 プ ラ グ を
固 定 す る 工 程 を 備 え 、
　 前 記 一 方 向 プ ラ グ は 、 該 プ ラ グ を 貫 通 す る ア パ ー チ ャ を 有 し 、 該 一 方 向 プ ラ グ は 、 前 記
内 視 鏡 器 具 が 前 記 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ を 通 し て 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル へ と 押 し 進 め ら れ る と き
前 記 内 視 鏡 器 具 が 前 記 ア パ ー チ ャ を 通 っ て 押 し 進 め ら れ る こ と を 可 能 に す る と 共 に 、 前 記
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内 視 鏡 器 具 が 前 記 ス リ ー ブ の 束 ね ら れ た 部 分 を 前 記 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー か ら 展 開 さ せ
る よ う に 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 さ れ る と き 、 前 記 内 視 鏡 器 具 と 係 合 す る こ と を 可
能 に す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 内 視 鏡 器 具 は 、 細 長 い シ ャ フ ト と 、 該 シ ャ フ ト に 末 端 側 に 固 定 さ れ た 作 動 要 素 と 、
を 備 え 、 該 シ ャ フ ト の 少 な く と も 一 部 分 は 、 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 さ れ て お り 、
　 前 記 可 撓 性 ス リ ー ブ の 末 端 部 を 前 記 内 視 鏡 器 具 に 係 合 さ せ る た め 連 結 す る 工 程 は 、 該 内
視 鏡 器 具 が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 さ れ る と き 、 前 記 ス リ ー ブ が 前 記 作 動 要 素 と 前
記 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 さ れ て い た 前 記 シ ャ フ ト の 実 質 的 に 全 て の 部 分 と を 覆 う よ う に
前 記 可 撓 性 ス リ ー ブ を 連 結 す る 工 程 を 備 え る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 内 視 鏡 器 具 を 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 し た 後 、 前 記 ス リ ー ブ を 前 記 基 端 ポ ー
ト か ら 取 り 外 す 工 程 と 、 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 さ れ て い た 前 記 シ ャ フ ト の 実 質 的 に
全 て の 部 分 が 前 記 ス リ ー ブ に よ り 覆 わ れ て い る 間 に 、 該 ス リ ー ブ を 前 記 内 視 鏡 器 具 と 共 に
処 分 す る 工 程 と 、 を 備 え る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 内 視 鏡 器 具 を 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 し た 後 、 前 記 ス リ ー ブ が 前 記 作 動 チ ャ
ン ネ ル 内 に 以 前 に 挿 入 さ れ て い た 前 記 シ ャ フ ト の 一 部 分 を 覆 い 、 該 ス リ ー ブ が 前 記 デ ィ ス
ペ ン サ ー か ら 前 記 基 端 方 向 に 延 在 し 続 け て い る 間 に 、 前 記 内 視 鏡 器 具 を 前 記 作 動 チ ャ ン ネ
ル 内 へ と 繰 り 返 し 押 し 進 め る こ と を 可 能 に す る よ う に 前 記 ス リ ー ブ を 配 列 す る 工 程 を 備 え
る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 概 し て 、 内 視 鏡 に 係 り 、 詳 し く は 、 内 視 鏡 器 具 を 身 体 通 路 か ら 引 き 抜 い た 後
、 該 内 視 鏡 器 具 を 覆 う た め の 使 い 捨 て ス リ ー ブ の 使 用 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 を 覆 う た め 使 い 捨 て ス リ ー ブ （ シ ー ス と も 称 さ れ る ） を 使 用 す る こ と は 、 当 該 技
術 分 野 で 周 知 さ れ て い る 。 例 え ば 、 結 腸 内 視 鏡 等 の 可 撓 性 内 視 鏡 は 、 徹 底 的 に 洗 浄 し 、 消
毒 す る こ と は 困 難 で あ る こ と が 知 ら れ て お り 、 こ れ は 、 患 者 間 の 交 差 汚 染 の 問 題 を 引 き 起
こ す 。 こ れ ら の 問 題 は 、 使 用 後 に 廃 棄 さ れ る 単 一 回 使 用 の ス リ ー ブ を 用 い て 内 視 鏡 を 覆 う
こ と に よ り 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 は 、 一 般 に 、 作 動 チ ャ ン ネ ル を 有 し 、 該 作 動 チ ャ ン ネ ル は 、 身 体 の 外 部 の 隣 接 す
る ポ ー ト か ら 内 視 鏡 の 末 端 部 に お け る 末 端 ポ ー ト ま で 延 在 し て い る 。 内 視 鏡 の 末 端 部 が 身
体 内 に 挿 入 さ れ る と き 、 と り わ け 、 例 え ば 生 体 組 織 検 査 等 の 外 科 処 置 を 実 行 す る た め 内 視
鏡 の 末 端 部 に 外 科 器 具 を 通 過 さ せ る よ う に 作 動 チ ャ ン ネ ル を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の
態 様 で 使 用 さ れ る 器 具 は 、 患 者 の 身 体 の 内 部 か ら の 生 物 学 的 物 質 で 汚 染 さ れ る よ う に な る
。 器 具 が 身 体 か ら 引 き 抜 か れ る と き 、 作 動 チ ャ ン ネ ル の 内 部 へ と 、 及 び 、 内 視 鏡 の 基 端 部
へ と 汚 染 物 が 拡 散 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 視 鏡 を 汚 染 物 質 か ら 保 護 す る 作 動 チ ャ ン ネ ル を 提 供 す る と 共 に 内 視 鏡 を 被 覆 す る た め
の 方 法 が 、 例 え ば 米 国 特 許 番 号 ４ ， ６ ４ ６ ， ７ ２ ２ 号 及 び ４ ， ７ ４ １ ， ３ ２ ６ 号 に 記 載 さ
れ て お り 、 こ れ ら の 開 示 内 容 は 、 こ こ で 参 照 し た こ と で 本 願 に 組 み 込 ま れ る 。 こ れ ら の 特
許 は 、 内 視 鏡 そ れ 自 体 の 外 部 に 、 使 い 捨 て 作 動 チ ャ ン ネ ル を 追 加 す る こ と に よ り （ 米 国 特
許 番 号 ４ ， ６ ４ ６ ， ７ ２ ２ 号 ） 、 又 は 、 内 視 鏡 の 作 動 チ ャ ン ネ ル の 内 部 に 使 い 捨 て ラ イ ナ
ー を 追 加 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 の 汚 染 を 防 止 す る こ と を 試 み て い る 。 し か し 、 そ れ ら の
特 許 は 、 外 科 器 具 を 作 動 チ ャ ン ネ ル の 基 端 ポ ー ト か ら 引 き 出 す と き 、 汚 染 物 質 が 内 視 鏡 の
基 端 部 の 回 り の 領 域 へ と 拡 大 す る お そ れ が あ る と い う 問 題 に 取 り 組 ん で い な い 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 患 者 の 身 体 か ら 取 り 外 さ れ た と き 内 視 鏡 器 具 を 被 覆 す る こ と に 使
用 す る た め の 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る 。 そ の よ う な 被 覆 工 程 は 、 身 体 の 内 部 で 前 記 器 具 を
接 着 さ せ 得 る 汚 染 物 質 が 操 縦 者 の 手 、 内 視 鏡 の ハ ン ド ル 又 は 患 者 の 身 体 の 外 側 の 他 の 物 質
と 接 触 す る こ と を 防 止 す る 。 そ の 結 果 、 患 者 間 の 交 差 汚 染 の 可 能 性 が 減 少 し 、 内 視 鏡 及 び
補 助 的 な 設 備 品 を 使 用 し て い な い と き に 洗 浄 し 、 殺 菌 す る 仕 事 が 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー を 備 え る 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ は 、 患 者 の
身 体 外 部 で 、 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル の 基 端 ポ ー ト と 嵌 合 す る 。 可 撓 性 ス リ ー ブ は 、 典 型 的
に は 、 ス リ ー ブ の 残 り の 部 分 が 内 部 で 束 ね ら れ る か 又 は 他 の 仕 方 で デ ィ ス ペ ン サ ー の 近 傍
に 保 持 さ れ て い る 状 態 で 、 該 ス リ ー ブ の 末 端 部 の 近 傍 で デ ィ ス ペ ン サ ー に 固 定 さ れ て い る
。 細 長 い 内 視 鏡 器 具 は 、 該 器 具 の 末 端 部 が 内 視 鏡 の 末 端 部 か ら 突 出 す る ま で 、 デ ィ ス ペ ン
サ ー 及 び 作 動 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 通 過 さ せ ら れ る 。 器 具 の シ ャ フ ト が デ ィ ス ペ ン サ ー 及 び
基 端 ポ ー ト を 通 っ て 押 し 進 め ら れ る 間 に 、 ス リ ー ブ は 、 デ ィ ス ペ ン サ ー の と こ ろ で 束 ね ら
れ た ま ま と な っ て い る 。 し か し 、 器 具 が 引 き 出 さ れ る と き ス リ ー ブ の 基 端 部 は 器 具 の シ ャ
フ ト と 係 合 し 、 そ れ に よ り 、 器 具 が 引 き 抜 か れ た と き 、 ス リ ー ブ は 、 器 具 の シ ャ フ ト を 覆
う よ う に そ の 末 端 部 を 含 ん で 該 末 端 部 ま で 、 デ ィ ス ペ ン サ ー か ら 展 開 さ れ る 。 か く し て 、
器 具 上 の 全 て の 汚 染 物 質 は 、 ス リ ー ブ 内 に 留 ま っ て お り 、 ス リ ー ブ の 外 側 が き れ い な ま ま
で あ る た め 、 汚 染 物 質 を 拡 散 す る こ と 無 し に 自 由 に 取 り 扱 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 特 に （ 排 他 的 で は な い が ） 、 内 視 鏡 の 外 側 表 面 を 覆 う た め 使 用 さ
れ る 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ で 使 用 す る の に 適 し て い る 。 そ の 例 と し て 、 Ｐ Ｃ Ｔ 出 願 Ｐ Ｃ Ｔ ／ Ｉ
Ｌ ０ ３ ／ ・ ・ ・ に 記 載 さ れ て い る シ ス テ ム 又 は 当 該 技 術 分 野 で 知 ら れ て い る 他 の シ ス テ ム
等 が あ る 。 そ の よ う な 被 覆 シ ス テ ム は 、 典 型 的 に は 、 使 い 捨 て 可 能 な 作 動 チ ャ ン ネ ル 、 又
は 、 内 視 鏡 の 作 動 チ ャ ン ネ ル の 内 部 で 嵌 合 し て 汚 染 物 質 か ら 保 護 す る 使 い 捨 て 可 能 な 内 部
ス リ ー ブ を 備 え て い る 。 こ の 種 の 内 視 鏡 被 覆 は 、 内 視 鏡 が 患 者 の 身 体 の 内 部 に あ る 間 に 内
視 鏡 を 覆 い 、 そ れ に よ り 、 内 視 鏡 を 殺 菌 し た 状 態 の ま ま に す る 。 被 覆 は 、 そ の 後 、 除 去 さ
れ 、 内 視 鏡 が 再 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 他 方 、 内 視 鏡 器 具 は 、 一 般 に 、 身 体 内 部 で 汚 染 さ れ た よ う に な る こ と を 可 能 に さ れ る 。
本 発 明 に よ り 教 え ら れ た 被 覆 技 術 は 、 器 具 が 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 抜 か れ た 後 、 身 体 外
部 で 内 視 鏡 器 具 を 覆 う た め 使 用 さ れ る 。 オ プ シ ョ ン で 、 器 具 は 、 引 き 続 い て ス リ ー ブ か ら
末 端 方 向 に 作 動 チ ャ ン ネ ル へ と 再 び 押 し 進 め ら れ 、 そ の 後 、 ス リ ー ブ 内 に 引 き 戻 さ れ て も
よ い 。 内 視 鏡 処 置 が 終 了 し た と き 、 器 具 及 び そ の ス リ ー ブ は 、 一 緒 に 処 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 に 実 施 形 態 に よ れ ば 、 内 視 鏡 器 具 を 被 覆 す る た め の 装 置 は 、 被 覆 ア ッ セ
ン ブ リ で あ っ て 、 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー と 、 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル の 基 端 ポ ー ト と 嵌 合
す る た め の ポ ー ト ア ダ プ タ ー と を 備 え 、 内 視 鏡 器 具 を 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 被 覆 ア ッ セ ン ブ
リ を 通 し て 押 し 進 め る こ と を 可 能 に す る 、 前 記 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ と 、 可 撓 性 ス リ ー ブ で あ
っ て 、 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー に 固 定 さ れ た 末 端 部 と 、 内 視 鏡 器 具 が 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら
引 き 出 さ れ る と き 該 内 視 鏡 器 具 と 係 合 し 、 該 内 視 鏡 器 具 を 被 覆 す る よ う に ス リ ー ブ を 基 端
方 向 に デ ィ ス ペ ン サ ー か ら 延 在 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 基 端 部 と 、 を 備 え る 前 記 可 撓 性 ス
リ ー ブ と 、 を 有 し て 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 典 型 的 に は 、 ポ ー ト ア ダ プ タ ー が 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル は 、
可 撓 性 内 視 鏡 の 内 部 に 備 え ら れ て い る 。 代 替 例 と し て 、 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル は 、 内 視 鏡
が 患 者 の 身 体 内 に 挿 入 さ れ て い る 間 に 内 視 鏡 と 並 ん で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 開 示 さ れ た 実 施 例 で は 、 内 視 鏡 器 具 を 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 し た 後 、 ス リ ー ブ デ ィ
ス ペ ン サ ー は 、 内 視 鏡 器 具 が ス リ ー ブ で 被 覆 さ れ た ま ま で あ る 間 に 、 内 視 鏡 器 具 が 生 物 学
的 物 質 を コ ン テ ナ 内 に 解 放 さ せ る こ と を 可 能 に す る よ う に 、 該 コ ン テ ナ と 連 通 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 内 視 鏡 器 具 が 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 さ れ る 前 に 、 ス リ ー ブ の 少 な く と
も 一 部 分 が 、 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー に 近 接 し て 束 ね ら れ 、 内 視 鏡 器 具 を 引 き 出 し た こ と
に よ り 、 ス リ ー ブ の 束 ね ら れ た 部 分 が ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー か ら 基 端 方 向 に 拡 げ さ せ ら
れ る 。 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー 及 び ポ ー ト ア ダ プ タ ー は 、 該 ポ ー ト ア ダ プ タ ー が 基 端 ポ ー
ト と 嵌 合 す る と き 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル の 基 端 ポ ー ト と 整 列 さ れ る 通 路 を 形 成 し 、 そ れ に
よ り 、 内 視 鏡 器 具 は 、 該 内 視 鏡 器 具 が 通 路 を 通 っ て 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 さ れ る と き ス
リ ー ブ の 束 ね ら れ た 部 分 を 通 過 す る 。 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ は 、 ス リ ー ブ の 基 端 部 に 固 定 さ れ
、 且 つ 、 該 ア ッ セ ン ブ リ を 通 過 す る ア パ ー チ ャ を 有 す る 、 一 方 向 プ ラ グ を 備 え 、 該 一 方 向
プ ラ グ は 、 内 視 鏡 器 具 が 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ を 通 っ て 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 押 し 進 め ら れ た と
き ア パ ー チ ャ を 通 っ て 前 進 す る こ と を 可 能 と す る と 共 に 、 内 視 鏡 器 具 が 作 動 チ ャ ン ネ ル か
ら 引 き 出 さ れ る と き 内 視 鏡 器 具 と 係 合 し 、 ス リ ー ブ の 束 ね ら れ た 部 分 を ス リ ー ブ デ ィ ス ペ
ン サ ー か ら 展 開 さ せ る こ と を 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ る 。 オ プ シ ョ ン で 、 被 覆 ア ッ セ ン
ブ リ は 、 通 路 と 連 通 し 流 体 ポ ー ト を 備 え る チ ャ ン ネ ル 連 結 部 を 備 え 、 該 流 体 ポ ー ト を 通 し
て 、 吸 引 及 び 洗 浄 の 少 な く と も １ つ を 作 動 チ ャ ン ネ ル に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 例 で は 、 内 視 鏡 器 具 は 、 細 長 い シ ャ フ ト と 、 該 シ ャ フ ト に 末 端 側 に 固 定
さ れ た 作 動 要 素 と 、 を 備 え 、 該 シ ャ フ ト の 少 な く と も 一 部 分 は 、 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入
さ れ 、 ス リ ー ブ は 、 内 視 鏡 器 具 が 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 さ れ る と き 、 作 動 要 素 と 、 作
動 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 さ れ て い た シ ャ フ ト の 実 質 的 に 全 て の 部 分 と 、 を 覆 う よ う に 構 成 さ
れ て い る 。 典 型 的 に は 、 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ 及 び ス リ ー ブ は 、 内 視 鏡 器 具 が 作 動 チ ャ ン ネ ル
か ら 引 き 出 さ れ た 後 、 基 端 ポ ー ト か ら 脱 着 さ れ 、 内 視 鏡 器 具 と 共 に 処 分 さ れ る よ う に 構 成
さ れ る 。 こ れ に 加 え て 、 又 は 、 代 替 例 と し て 、 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ 及 び ス リ ー ブ は 、 内 視 鏡
器 具 が 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら 引 き 出 さ れ た 後 、 ス リ ー ブ が 前 記 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 以 前 に 挿
入 さ れ て い た シ ャ フ ト の 一 部 分 を 覆 い 、 該 ス リ ー ブ が デ ィ ス ペ ン サ ー か ら 基 端 方 向 に 延 在
し 続 け て い る 間 に 、 内 視 鏡 器 具 を 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 へ と 繰 り 返 し 可 能 に 押 し 進 め る こ と を
可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 内 視 鏡 器 具 を 被 覆 す る た め の 方 法 は 、 内 視 鏡 器 具 を 作 動 チ
ャ ン ネ ル 内 へ と ス リ ー ブ を 通 し て 押 し 進 め る こ と を 可 能 に す る よ う に 、 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン
ネ ル の 基 端 ポ ー ト に 可 撓 性 ス リ ー ブ の 末 端 部 を 接 続 し 、 内 視 鏡 器 具 が 作 動 チ ャ ン ネ ル か ら
引 き 出 さ れ る と き 、 内 視 鏡 器 具 を 被 覆 す る た め ス リ ー ブ を 基 端 方 向 に 基 端 ポ ー ト か ら 延 在
さ せ る よ う に 、 可 撓 性 ス リ ー ブ の 基 端 部 を 前 記 内 視 鏡 器 具 と 係 合 す る よ う に 連 結 す る 、 各
工 程 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ 、 そ の 実 施 例 の 次 の 詳 細 な 説 明 か ら よ り 完 全 に 理 解 さ
れ よ う 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 処 置 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム ２ ０ の 概 略 図 で
あ る 。 シ ス テ ム ２ ０ は 内 視 鏡 ２ ２ を 備 え 、 該 内 視 鏡 は 、 該 内 視 鏡 を 通 っ て 通 過 す る 作 動 チ
ャ ン ネ ル ２ ４ を 有 す る 。 チ ャ ン ネ ル ２ ４ は 、 典 型 的 に は 、 内 視 鏡 の ハ ン ド ル ３ ０ 又 は 該 ハ
ン ド ル 近 傍 に あ る 基 端 ポ ー ト ３ ２ か ら 、 内 視 鏡 の 末 端 部 に 設 け ら れ た 末 端 ポ ー ト ３ ３ へ と
内 視 鏡 ２ ２ を 通 過 す る 。 内 視 鏡 器 具 ２ ６ は 、 患 者 の 身 体 内 部 の 内 視 鏡 の 末 端 部 に 隣 接 し た
領 域 に ア ク セ ス す る た め 、 チ ャ ン ネ ル ２ ４ を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 典 型 的 に は 、 器 具 ２ ６ は
、 そ の 末 端 部 に 作 動 要 素 ２ ８ を 備 え た 細 長 い シ ャ フ ト ２ ７ を 備 え る 。 図 １ に 示 さ れ た 例 で
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は 、 作 動 要 素 ２ ８ は 、 生 体 検 査 鉗 子 を 備 え 、 該 鉗 子 は 、 末 端 ポ ー ト ３ ３ に 隣 接 し た 、 患 者
の 身 体 内 で 組 織 サ ン プ ル を 採 取 す る よ う に 働 か せ る こ と が で き る 。 代 替 例 と し て 又 は こ れ
に 加 え て 、 チ ャ ン ネ ル ２ ４ は 、 当 該 技 術 分 野 で 同 様 に 知 ら れ て い る よ う に 、 末 端 ポ ー ト ３
３ を 通 し て 吸 引 作 用 を 実 行 す る た め 又 は 末 端 ポ ー ト の 外 部 の 領 域 に 流 体 又 は ガ ス を 接 触 さ
せ る た め 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 内 視 鏡 ２ ２ は 、 使 い 捨 て シ ー ス に よ り 覆 わ れ て も よ く 、 チ ャ ン ネ ル ２ ４ は 、 上 記 し た 米
国 特 許 番 号 ４ ， ７ ５ １ ， ３ ２ ６ 号 又 は Ｐ Ｃ Ｔ 出 願 Ｐ Ｃ Ｔ ／ Ｉ Ｌ ／ ・ ・ ・ 号 に 記 載 さ れ て い
る よ う に 、 内 視 鏡 を 汚 染 物 質 か ら 保 護 す る た め 、 同 様 に 内 部 が 被 覆 さ れ て い て も よ い 。 し
か し 、 そ の よ う な 被 覆 は 、 図 を 簡 単 に す る た め 、 図 １ か ら 省 略 さ れ て い る 。 代 替 例 と し て
又 は こ れ に 加 え て 、 チ ャ ン ネ ル ２ ４ は 内 視 鏡 の 内 部 を 通 過 す る も の と し て 図 面 に 示 さ れ て
い る が 、 内 視 鏡 作 動 チ ャ ン ネ ル は 、 例 え ば 上 記 し た 米 国 特 許 番 号 ４ ， ６ ４ ６ ， ７ ２ ２ 号 に
記 載 さ れ て い る よ う に 、 内 視 鏡 と 並 ん で 固 定 さ れ た 、 別 個 の 管 、 典 型 的 に は 使 い 捨 て の 管
を 備 え て い て も よ い 。 本 発 明 は 、 こ れ ら の 種 類 の 作 動 チ ャ ン ネ ル の い ず れ に も 使 用 す る の
に 適 し た も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 器 具 ２ ６ の 少 な く と も 作 動 要 素 ２ ８ が 組 織 及 び 患 者 の 身 体 内 の 他 の 生 物 学 的 物 質 と 接 触
す る よ う に な る の で 、 器 具 及 び 作 動 チ ャ ン ネ ル の 内 部 （ 又 は 、 作 動 チ ャ ン ネ ル の 内 側 を 覆
っ て い る 内 部 シ ー ス ） は 、 必 然 的 に 使 用 中 に 汚 染 さ れ る よ う に な る 。 器 具 ２ ６ か ら の ハ ン
ド ル ３ ０ 、 操 作 者 の 手 及 び 身 体 外 部 の 他 の 領 域 へ の 汚 染 の 拡 散 を 防 止 す る た め 、 被 覆 ア ッ
セ ン ブ リ ３ ４ が 、 ポ ー ト ３ ２ に 嵌 合 さ れ る 。 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ の 使 用 は 、 引 き 続 く 図
面 を 参 照 し て 詳 細 に 記 載 さ れ て い る 。 典 型 的 に は 、 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ は 、 ポ ー ト ３ ２ と 嵌
合 し 、 そ れ に よ り 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 通 し た 通 路 ３ ５ は 、 作 動 チ ャ ン ネ ル ２ ４ と 整 列 さ れ
る 。 器 具 ２ ６ は 、 通 路 ３ ５ を 通 っ て 作 動 チ ャ ン ネ ル ２ ４ 内 に 挿 入 さ れ 、 通 常 の 態 様 で 使 用
す る こ と が で き る 。 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ は 、 典 型 的 に は 器 具 ２ ６ が 作 動 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ
れ て い な い と き 、 吸 引 、 ガ ス 圧 力 の 印 加 及 び ／ 又 は チ ャ ン ネ ル ２ ４ を 通 し た 洗 浄 を 適 用 す
る 際 に 使 用 す る た め の 流 体 ポ ー ト ３ ６ を 備 え て い て も よ い 。 こ れ に 加 え て 又 は 代 替 例 と し
て 、 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ は 、 内 視 鏡 ２ ２ の 内 部 に あ る か 又 は 該 内 視 鏡 と 並 ん で 配 置 さ れ た 追
加 の チ ャ ン ネ ル と 嵌 合 す る た め の 追 加 の ポ ー ト （ 図 示 せ ず ） を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ の 概 略 断 面 図 で あ る 。 ア ッ セ ン
ブ リ ３ ４ は 、 幾 つ か の 分 離 可 能 な 部 品 を 備 え た も の と し て 示 さ れ て お り 、 そ れ ら の 機 能 は
後 述 さ れ る 。 代 替 例 と し て 、 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ は 、 当 業 者 に 明 ら か で あ る よ う に 、 単 一 の
一 体 ユ ニ ッ ト を 構 成 し て も よ く 、 又 は 、 様 々 に 異 な る 機 能 区 分 へ と 分 割 さ れ て も よ い 。 本
実 施 例 で は 、 ス リ ー ブ デ ィ ス ペ ン サ ー ４ ０ は 、 デ ィ ス ペ ン サ ー ４ ０ 内 で 最 初 に 束 ね ら れ た
可 撓 性 ス リ ー ブ ５ ０ を 保 持 す る 。 典 型 的 に は 、 ス リ ー ブ ５ ０ は 、 約 ２ ０ μ ｍ の 厚 さ を 有 す
る 、 可 撓 性 の 生 体 適 合 性 の プ ラ ス チ ッ ク 、 例 え ば ポ リ ア ミ ド か ら 作 ら れ る 。 デ ィ ス ペ ン サ
ー ４ ０ は 、 チ ャ ン ネ ル 連 結 部 ４ ２ に 連 結 さ れ 、 該 連 結 部 は 、 弾 性 カ プ ラ ー ４ ４ の 近 傍 に 流
体 ポ ー ト ３ ６ を 備 え る 。 連 結 部 ４ ２ は 、 ポ ー ト ア ダ プ タ ー ４ ６ に 固 定 さ れ 、 該 ポ ー ト ア ダ
プ タ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 ２ ２ の 基 端 ポ ー ト ３ ２ と 嵌 合 す る 。 典 型 的 に は 、
デ ィ ス ペ ン サ ー ４ ０ 、 連 結 部 ４ ２ 及 び ア ダ プ タ ー ４ ６ は 、 例 え ば Ｐ Ｖ Ｃ 等 の 剛 性 プ ラ ス チ
ッ ク 材 料 か ら 構 成 さ れ 、 カ プ ラ ー ４ ４ は 、 シ リ コ ン 等 の よ り 柔 ら か い 弾 性 材 料 か ら 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス リ ー ブ ５ ０ は 、 そ の 末 端 部 ５ １ で デ ィ ス ペ ン サ ー ４ ０ に 固 定 さ れ 、 基 端 部 ５ ３ （ 右 側
） は 、 プ ラ グ ４ ８ に 固 定 さ れ て い る 。 プ ラ グ ４ ８ は 、 典 型 的 に は 、 シ リ コ ン 等 の 弾 性 材 料
か ら 構 成 さ れ 、 器 具 ２ ６ の シ ャ フ ト ２ ７ の 回 り に ピ ッ タ リ と 嵌 合 す る ア パ ー チ ャ を 含 ん で
い る 。 プ ラ グ は 、 器 具 ２ ６ の シ ャ フ ト ２ ７ を 末 端 方 向 に 該 プ ラ グ を 通 し て 患 者 の 身 体 内 に
ほ と ん ど 抵 抗 無 し に 前 進 さ せ る こ と が で き る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 し か し 、 器 具 が 基 端
方 向 に 引 き 出 さ れ る と き 、 プ ラ グ ４ ８ は 、 シ ャ フ ト に 捕 捉 さ れ 、 次 に 続 く 図 面 に 示 さ れ る
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よ う に 、 プ ラ グ 及 び そ れ と 一 緒 に ス リ ー ブ ５ ０ を 基 端 方 向 に ア ッ セ ン ブ リ ４ ０ か ら 引 き 出
さ せ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 プ ラ グ ４ ８ 内 の ア パ ー チ ャ は 、 図 面 に 示 さ れ る よ う に 、 適 切
に テ ー パ ー が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 代 替 例 と し て 、 当 業 者 に 明 ら か で あ る よ う に 、 他 の
種 類 の 一 方 向 プ ラ グ を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ の は め 込 み 拡 大 図 に 示 さ れ る よ う に 、 作 動 チ ャ ン ネ ル ２ ４ は 、 基 端 ポ ー ト ３ ２ か ら
被 覆 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ 内 に 突 出 し て も よ い 。 代 替 例 と し て 、 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ は 、 上 述 さ
れ た よ う に 、 作 動 チ ャ ン ネ ル ２ ４ を 整 列 さ せ る た め 使 用 さ れ る 内 部 ス リ ー ブ （ 図 示 せ ず ）
の 基 端 部 に 適 合 さ せ ら れ る 。 器 具 ２ ６ が 作 動 チ ャ ン ネ ル ２ ４ 及 び 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ 内
に 完 全 に 収 容 さ れ る よ う に 、 作 動 チ ャ ン ネ ル 又 は ス リ ー ブ の 基 端 部 は 、 連 結 部 ４ ２ と 嵌 合
す る 。 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ は 、 内 視 鏡 の 外 部 で 、 同 様 に 使 い 捨 て 作 動 チ ャ ン ネ ル と 嵌 合
す る よ う に 適 合 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ を 通 し て 器 具 ２ ６ を 引 き 出 し た
状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 器 具 が 基 端 方 向 （ 図 面 の 右 側 に 向 か う 方 向 ） に 引 き 出 さ れ る と
き 、 プ ラ グ ４ ８ は 、 シ ャ フ ト ２ ７ を 把 持 す る と 共 に 、 ス リ ー ブ ５ ０ を 次 第 に 拡 げ さ せ 、 該
ス リ ー ブ を 器 具 の シ ャ フ ト と 共 に デ ィ ス ペ ン サ ー ４ ０ か ら 供 給 さ せ る 。 典 型 的 に 、 器 具 が
引 き 出 さ れ て い る 間 、 プ ラ グ は 、 器 具 が ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ 内 へ と 推 し 進 め ら れ た と き プ ラ
グ に 到 達 し た シ ャ フ ト 上 で 最 も 基 端 側 の 位 置 で シ ャ フ ト ２ ７ に 固 定 さ れ た ま ま と な っ て い
る 。 従 っ て 、 器 具 ２ ６ が 引 き 出 さ れ る と き 、 以 前 に 作 動 チ ャ ン ネ ル ２ ４ に 入 っ て い た シ ャ
フ ト ２ ７ の 全 長 は 、 ス リ ー ブ ５ ０ に よ っ て 、 作 動 要 素 ２ ８ ま で 該 作 動 要 素 を 含 ん で 被 覆 さ
れ る 。 所 望 な ら ば 、 器 具 が （ 全 体 的 に 又 は 部 分 的 に ） 引 き 出 さ れ た 後 、 器 具 を ス リ ー ブ ５
０ か ら 取 り 外 す こ と 無 く 、 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 へ と 繰 り 返 し 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 こ の
状 況 で は 、 ス リ ー ブ は 、 以 前 で は 作 動 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 さ れ た （ こ れ に よ り 、 汚 染 さ れ
る ） シ ャ フ ト ２ ７ の 任 意 の 部 分 を 覆 い 続 け る が 、 今 や デ ィ ス ペ ン サ ー か ら 基 端 方 向 に 延 在
し た 状 態 と な っ て い る 。 一 旦 、 器 具 ２ ６ が 内 視 鏡 か ら 完 全 に 引 き 出 さ れ 、 こ れ と 同 時 に ス
リ ー ブ ５ ０ に よ り 被 覆 さ れ た な ら ば 、 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ を ポ ー ト ３ ２ か ら 脱 着 し 、 器 具 と
共 に 処 分 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 従 っ て 器 具 ２ ６ の 作 動 要 素 ２ ８ か ら サ ン プ ル コ ン テ ナ ６ ０ に
組 織 サ ン プ ル を 移 行 す る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 本 実 施 例 で は 、 器 具 ２ ６ は 、 内 視 鏡 ２
２ か ら 完 全 に 引 き 出 さ れ 、 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ は 、 ポ ー ト ３ ２ か ら 脱 着 さ れ て い る 。 デ
ィ ス ペ ン サ ー ４ ０ は 、 図 に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 部 ４ ２ か ら 分 断 さ れ 、 コ ン テ ナ ６ ０ の 首
部 に 連 結 さ れ る 。 こ の 時 点 で 、 作 動 要 素 ２ ８ が 、 患 者 の 身 体 内 部 に 捕 捉 さ れ た 生 体 検 査 サ
ン プ ル を 保 持 す る 生 体 検 査 鉗 子 を 備 え る も の と 仮 定 す る と 、 例 え ば 、 器 具 ２ ６ の 操 作 者 は
、 要 素 ２ ８ を コ ン テ ナ ６ ０ の 首 部 へ と 押 し 進 め 、 鉗 子 を 解 放 し て 生 体 検 査 サ ン プ ル を コ ン
テ ナ 内 へ と 解 放 す る こ と が で き る 。 か く し て 、 作 動 要 素 ２ ８ 及 び 該 要 素 が 捕 捉 し て い る サ
ン プ ル は 、 ス リ ー ブ ５ ０ 及 び コ ン テ ナ ６ ０ の 外 部 の 環 境 へ と 決 し て さ ら さ れ る こ と は な く
な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ ３ ４ は 、 比 較 的 大 き い 作 動 チ ャ ン ネ ル を 有 す る 、 結 腸 内 視 鏡 及 び 胃 鏡
等 の 胃 腸 管 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 内 視 鏡 で 使 用 す る の に 特 に 適 し た も の で あ る 。 代 替 例 と
し て 、 本 発 明 の 原 理 は 、 例 え ば 内 視 鏡 （ 剛 性 及 び 可 撓 性 の 両 方 ） 及 び 他 の 身 体 通 路 内 及 び
他 の 治 療 診 断 処 置 で 使 用 さ れ る カ テ ー テ ル 等 、 他 の 種 類 の 医 療 プ ロ ー ブ に お い て 、 管 腔 を
通 し て 挿 入 さ れ る 被 覆 器 具 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 従 っ て 、 上 述 さ れ た 実 施 例 は 、 単 に 例 を 用 い て 引 用 さ れ て お り 、 本 発 明 は 、 特 定 に 示 さ
れ 、 上 述 さ れ た も の に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と が 認 め ら れ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 、 上 記
し た 様 々 な 特 徴 の 組 み 合 わ せ 及 び 部 分 的 組 み 合 わ せ 、 並 び に 、 当 業 者 が 前 述 さ れ た 説 明 を
読 む と き 想 到 さ れ る 従 来 技 術 に は 開 示 さ れ て い な か っ た 本 発 明 の 変 形 及 び 変 更 の 両 方 を 含
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ん で い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 従 っ て 内 視 鏡 処 置 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム の 概 略 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 従 っ て 内 視 鏡 器 具 を 覆 う た め の ア ッ セ ン ブ リ の 概 略 断
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 被 覆 ア ッ セ ン ブ リ を 通 し て 内 視 鏡 器 具 を 引 き 出 し
た 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 従 っ て 内 視 鏡 器 具 か ら サ ン プ ル コ ン テ ナ に 組 織 を 移 行
す る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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